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今　野　真　二
Kana Representions of Sound in the Muromachi Period  
Rakuyōshū and Setsuyōshū
Shinji KONNO
　　Tadao Doi, scholar of the Japanese language and specialist of Christian 
material printed in premodern Japan, has argued that the kanji dictionary 
Rakuyōshū (published in 1598 by the Societas Iesu as a Japanese language 
reference work) utilized a system of kana spelling based on contemporary 
pronunciations in its representation of Japanese-based readings of kanji (join) 
(1934). I fi rst argue that it is diffi  cult to assess whether or not said kana usage 
indeed represents Japanese-based readings of kanji (jion) in the Rakuyōshū. 
Building on this point, I then examine examples of kana representations of, for 
example, the sounds yū and shō, arguing that it is internally consistent while 
breaking precedent with kana usage used to represent the same sounds in the early 
Muromachi Period Wagokuhen and other texts. The Rakuyōshū was a text that 
would serve as a sample book of sorts for kanji when the Societas Iesu would 
print Japanese-language texts; the phonetic readings appended to kanji (furigana) 
became search keys for looking up those characters. For this reason, then, it 
became more important to maintain an internal consistency of phonetic 
representation than adhering to precedent. The characterization of sound (oto) in 
the Rakuyōshū should be viewed and evaluated from this perspective. In this study 
I also compare the way sound is represented in the older Setsuyōshū. This 
comparison reveals a different pattern in the Setsuyōshū: on occasion a single 
kanji will have headings and entries in two diff erent sections (sōkei) of the text 






























































◯勝（右せう／左かつ）まさる・すぐるゝ・たゆる　落葉集 59 丁表 5 行
目
　勝（右すぐるゝ／左せう）かつ・たへたり・まさる・あぐ　色葉字集
22 丁表 4 行目　勝（右せう／左すぐるゝ）かつ・まさる・たへたり　
小玉篇 1 丁表 7 行目（月部）



















































































































◯勇（右いう／左すくやか）いさむ・けなげ 落葉集 2 丁裏 6 行目
◯勇（右ゆう／左いさむ）けなげ・すくやか 落葉集 44 丁裏 7 行目
　勇（右いさむ／左ゆう）けなげ  色葉字集 1 丁表 3 行目
　勇（右ゆう／左いさむ）けなげ・こひねがはく 小玉篇 11 丁表 6 行目
　遥（右はるかなり／左いう）とをし 色葉字集 2 丁裏 3 行目
　遥（右よう／左はるかなり）よりより・とをし 小玉篇 15 丁裏 5 行目







（右は／左えう）」（色葉字集 2 丁表 8 行目），「葉（右えう／左は）」（小玉














◯遊（右ゆう／左あそぶ） 落葉集 44 丁裏 3 行目
◯幽（右ゆう／左かすかなり　 落葉集 44 丁裏 4 行目
◯有（右ゆう／左あり）たもつ 落葉集 44 丁裏 5 行目
◯雄（右ゆう／左おんどり）かつ　 落葉集 44 丁裏 6 行目
◯宥（右ゆう／左なたむ） 落葉集 44 丁裏 6 行目
◯右（右ゆう／左みぎ） 落葉集 44 丁裏 7 行目
◯誘（右ゆう／左さそふ）いざなふ 落葉集 44 丁裏 7 行目
◯游（右ゆう／左をよぐ） 落葉集 44 丁裏 7 行目
◯猶（右ゆう／左なを） 落葉集 44 丁裏 8 行目
　又（右また／左ゆう） 色葉字集 13 丁裏 1 行目
　又（右ゆう／左また） 小玉篇 17 丁表 3 行目
　友（右とも／左ゆう） 色葉字集 4 丁表 2 行目
　友（右ゆう／左とも） 小玉篇 16 丁裏 3 行目
　宥（右なだむる／左ゆう）ゆるす 色葉字集 10 丁表 1 行目
　宥（右ゆう／左なだむ）ゆるす・さだむ・おもんぱかる
 小玉篇 12 丁表 5 行目
　鮪（右ゆう／左しび） 小玉篇 9 丁表 4 行目
　游（右をよぐ／左ゆう）うかぶ・あそぶ 色葉字集 4 丁裏 5 行目
　游（右ゆう／左あそぶ）うかぶ・をよぐ 小玉篇 5 丁裏 1 行目
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　游（右あそぶ／左ゆう）およぐ 色葉字集 16 丁表 1 行目
　遊（右あそぶ／左ゆふ） 色葉字集 16 丁表 1 行目
　遊（右ゆう／左あそぶ）うかる・をどる 小玉篇 15 丁裏 3 行目
　祐（右ゆう／左さいはい）たすく 小玉篇 10 丁表 5 行目
　尤（右もつとも／左ゆう）とも・あやまち・とがむ
 色葉字集 21 丁裏 3 行目
　尤（右ゆう／左もつとも）はなはだ・めづらし・とがむ
 小玉篇 14 丁裏 8 行目
　幽（右かすか／左ゆう） 色葉字集 6 丁裏 4 行目
　幽（右ゆう／左かすかなり）とをし・くらし 小玉篇 12 丁裏 5 行目
　雄（右をんどり／左ゆう）かつ 色葉字集 5 丁表 6 行目
　酉（右とり／左ゆう） 色葉字集 4 丁表 1 行目
　酉（右ゆう／左とり） 小玉篇 19 丁裏 3 行目
　猶（右なを／左ゆう）べし・ごとし 色葉字集 10 丁表 3 行目
　猶（右ゆう／左なを）なをし・べし・いつはり 小玉篇 8 丁表 6 行目
　熊（右ゆう／左くま） 小玉篇 5 丁裏 3 行目
　愈（右ゆう／左いゆる）まさる・かしこし・いよいよ
 小玉篇 3 三丁裏 3 行目
　誘（右こしらゆる／左ゆう）さそふ 色葉字集 15 丁表 2 行目
　誘（右さそう／左ゆう）すゝむ・こしらゆる 色葉字集 17 丁表 3 行目





















































游（ユ音・イウ音）ヲヨク・アソフ・ウカフ 天上・46 丁表 2 行目
熊（イウ音）クマ・ワサ 天上・34 丁裏 6 行目
酉（シウ音・ユ音・イウ音・戈音）ツク・アク・クスリ・トリ天中・
33 丁裏 2 行目
雄（イウ音・ヲウ音）ヲトリ・タケシ・ヲキキナリ・ヲホキニ・カツ・




13 丁裏 2 行目
尤（イウ音・ウ音）ケヤシ・モトム・スクレタリ・スクル・ア□□チ・
タカフ・イヤラシ・トカム・ハ□□シ・セム・イフナリ　地下第 6・
34 丁裏 5 行目



















































































































◯将（右しやう／左まさに）＊ ‐ 軍（右ぐん／左いくさ）（落葉集 49 丁
表 6 ～ 7 行目）
◯小（右せう／左ちひさし）しばらく・すこし‐過（右くは／左あやまり）
（落葉集 59 丁表 1 行目）





















































































































































































 １『落葉集』のテキストとしては天理図書館善本叢書和書之部第 76 巻『落葉集二種』
に影印として収められている，天理図書館蔵本を使用する．例の所在はこの天理図
69音を仮名でどうか書くか―『落葉集』と『節用集』―
書館蔵本によって示した．音・訓の検索には，小島幸枝編『耶蘇会版落葉集総索引』
（1978 年，笠間書院）を使用した．学恩に感謝する．「総索引」はイエズス会本部
蔵本に基づいて編まれている．
 2　鄭炫赫「『落葉集』の字音仮名遣い」（『早稲田日本語研究』14，2005 年）は『落葉
集』において「字音を仮名表記したもの」を観察対象として，「カ行・ガ行合拗音
の表記にはほとんどゆれがないが，影母・于母・匣母の表記にはゆれが激しかった」
と述べ，その理由については「『落葉集』編者が当時の仮名遣書のような文献を参
考にして字音仮名遣いを行ったからであろうと考えられる」と述べる．当該論文は
「落葉集」「色葉字集」「小玉篇」を一つのものとし，それを「韻尾」「カ行・ガ行合
拗音」「拗長音」「声母」に分けて検討している．一定の「スケール」をあてた結果
であるので，それを「事実」ということはできるであろうが，その「事実」につい
て考察する必要がある．「おわりに」には「当時の仮名遣書のような文献を参考に
した」という推測が示されているだけで，本稿とは『落葉集』が分析対象であるこ
とは等しいが，その『落葉集』をどのようなテキストととらえるかということ，テー
マの設定，いずれにおいてもまったく異なる．
 3　本稿では，語形を仮名書き語形と切り離して示す必要がある場合がある．議論を混
乱させないための必要最低限の手当として，「リョウシン」のように片仮名書きし
て一重鉤括弧に入れて現代仮名遣いによって「語形」を示す．「リョウシン」とい
う語が「落葉集」では「りやうしん」と書かれている，というみかたを採る．また
「発音」を話題にする必要がある場合は，［リョーシン］のように［　］を使う．
 4　当該時期において，［イ・ウ］「ユ・ウ」のように「割った」発音がいかなる地域に
おいても行なわれていなかったかどうかについては，判断材料を持たない．しかし
また『日葡辞書』の記述に基づいた判断が「見当違い」ということにはならないと
考える．

